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中学校給食における食物アレルギー対応方針 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※センター方式により実施する中学校給食は、自校(園)方式を採用する他の市立学

校園と施設や運営状況が異なるため、川西市立学校園アレルギー運用マニュアル

は適用せず、本方針に基づいて運用する。 

 

【中学校給食における食物アレルギー対応の取組み】 

 

 １ 除去食に加え、代替食またはアレルゲン不使用食の提供により、生徒全員喫食

に向けた取組みを推進する。 

 ２ 食物アレルギー対応調理室を有効に活用しながら、安全でかつ無理のない献立

及び調理を実施し、食物アレルギーに起因する誤食等を最大限抑制する。 

 

１ 実施献立について 

 

（１）対応対象とするアレルゲン（全28品目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 卵のうち対応対象とするのは鶏卵及びうずらの卵、マヨネーズとする（以下同じ） 

 

 
 基本方針  
 
文部科学省発出の「学校給食における食物アレルギー対応指針」及び「学校給食実

施基準」に基づき、給食提供において安全性を最優先としながら、食物アレルギー

を有する生徒に対し、可能な限り、個々の生徒の状況に応じて対応する。 

特定原材料（7品目） 
 
乳、卵、小麦、えび、かに、落花生、そば 
 

特定原材料に準ずるもの（21品目） 
 
さば、いか、ごま、さけ、大豆、牛肉、鶏肉、豚肉、りんご、もも、 

キウイフルーツ、いくら、くるみ、やまいも、バナナ、カシューナッツ、 

オレンジ、あわび、まつたけ、ゼラチン、アーモンド 
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（２）実施するアレルギー対応食の種類及びアレルゲン対応分類 

 

① 除去食 
→対象献立からアレルゲンを除去して提供 

② 代替食 
→アレルゲン除去では成立しない献立（例：使用材料そのものがアレルゲンの場

合、さばの塩焼きなど）の場合、代替する食材を使用して提供 

③ アレルゲン不使用食 
→アレルゲンを使用しない献立で提供 

 

対応方法 アレルゲン 

除去食または 

代替食 

乳、卵、小麦、えび、かに、さば、いか、ごま、さけ、 

大豆、牛肉、鶏肉、豚肉 

献立不使用 

落花生、そば、りんご、もも、キウイフルーツ、いくら、 

くるみ、やまいも、バナナ、カシューナッツ、オレンジ、 

あわび、まつたけ、ゼラチン、アーモンド 

 

 

★下表の調味料等については、アレルゲン28品目が含まれているものであっても

除去食・代替食の対応は行わない。 

分類 除去食・代替食の対象外となるもの アレルゲン 

添加物 卵殻カルシウム、乳清焼成カルシウム、乳糖 卵、乳 

調味料 味噌、酢、醤油、大豆油、ゴマ油 小麦、大豆、ごま 

だし 魚醤、いりこだし、かつおだし、エキス 魚類、肉類 

 

（３）献立作成上の留意事項 

 

① 食材選定 

(ｱ) 加工品を使用する場合は、できる限りアレルゲンを含まないものを使用する。 

② 献立作成 

(ｱ) 安全性と施設規模を考慮し、除去食または代替食は 1 日あたり 7 品目、100 食

までとする。 

 (ｲ) 複数の副食に同じアレルゲンを使用しない。 
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(ｳ) 揚げ物のつなぎに卵は使用しない。 

(ｴ) 乳、卵、小麦、えび、かにを献立に使用する場合、これらが使用されていること

が明確な献立名称を用いる。 

(ｵ) 大豆油は使用しない。 

 

２ 調理から配膳までにおける留意事項 

 

（１）調理・配送 

 

① 食物アレルギー対応食（以下、「対応食」という。）は食物アレルギー対応調理室内

で調理から配缶までを行う。 

② 対応食は、個人専用の保温ジャーに配缶し、食物アレルギー専用食器*¹とセット

して対応食専用ケース*²に入れる。 

③ コンテナに積み込む際には、市栄養士、対応食配缶担当者、コンテナ最終確認者の

３者にて確認を行い、当該３者が完了サインを記入する。 

④ コンテナ外側には、対応食専用ケース*²が乗っていることが分かるように表示す

る。 

⑤ 配送員は③の確認作業完了サインを確認した後、配送校へ向かう。 

 

（２）学校での受取りと配膳 

 

① 食物アレルギー対応統括責任者*³と配膳室担当教員*⁴は、対応食確認表を使用し、
当該給食実施日における対応食対象生徒を把握する。 

② コンテナ到着時、配送員は配膳員に対応食専用ケース*²を受け渡し、配膳員は対

応食専用ケース*²の確認を行う。 

③ 配膳員は配膳室担当教員*⁴へ対応食専用ケース*²を受け渡し、配膳室担当教員*⁴

は対応食専用ケース*²の確認を行う。 

④ 給食指導担当教員*⁵は喫食前に対象生徒へ対応食専用ケース*²を受け渡し、対応

食の内容確認を両者で行い、給食指導担当教員*⁵が確認のもとで、対象生徒が対応

食を保温ジャーから食物アレルギー専用食器*¹に移す。 

⑤ 周囲からのアレルゲンの飛び跳ねに注意し、必要に応じて座席を変更する。 

 

 
*¹食物アレルギー専用食器:食物アレルギー対応食専用のピンク色の食器。対応食に応じ、飯椀、汁椀、仕切り

皿の３種類。 

*²食物アレルギー対応食専用ケース: 個人専用の保温ジャー、食物アレルギー専用食器を入れる容器。外側に学

校名、年、組、氏名を記載。 

*³食物アレルギー対応統括責任者：学校管理職等で在籍生徒の食物アレルギー対応を指揮監督する者。 

*⁴配膳室担当教員:配膳室での食物アレルギー対応食専用ケースの受け渡しを担当する教員。 

*⁵給食指導担当教員：教室内で給食指導を担当する教員。 
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献立展開例【参考】 

 

１ 主菜・汁物変更パターン 

 

献立（網掛け部：対象アレルゲン） 

牛乳・・・乳 

白飯・・・精白米 

野菜スープ・・・鶏肉、玉ねぎ、じゃがいも、にんじん、パセリ、チキンブイヨン等 

煮込みハンバーグ・・・ハンバーグ（小麦・牛肉・鶏肉・豚肉等）、ケチャップ、ソース  

玉ねぎ、ぶどう酒 

水菜と大根の和え物・・・水菜、大根、にんじん、醤油、酢、砂糖 

 

◇対応例 

除去食・代替食 

牛乳・・・提供なし 

白飯・・・喫食可 

野菜スープ・・・→鶏肉抜き野菜スープ 

（除去食：鶏肉を除去して調理する） 

煮込みハンバーグ・・・→焼き魚 

（代替食：ハンバーグを焼き魚（さば、さけ以外）に代替する） 

水菜と大根の和え物・・・喫食可 

 

対応アレルゲン 

 

 

２ 主菜・汁物変更パターン 

 

献立（網掛け部：対象アレルゲン） 

牛乳・・・乳 

白飯・・・精白米 

米粉麺うどん・・・油あげ(大豆)、干し椎茸、米粉麺うどん、わかめ、にんじん、 

葉ねぎ、醤油、削り節（だし）、こんぶ（だし） 

鶏肉のからあげ・・・鶏肉、塩、ガーリック、こしょう、上新粉、てんぷら油 

菜の花の和え物・・・菜の花、ほうれん草、花かつお、醤油、砂糖 

 

乳 卵 小麦 えび かに さば いか
ごま さけ 大豆 牛肉 鶏肉 豚肉



- 5 - 
 

◇対応例 

除去食・代替食 

牛乳・・・提供なし 

白飯・・・喫食可 

米粉麺うどん・・・油あげ抜き米粉麺うどん 

（除去食：油揚げ(大豆)を除去して調理する） 

鶏肉のからあげ・・・かれいのからあげ 

（代替食：鶏肉のからあげをかれいのからあげに代替する） 

菜の花の和え物・・・喫食可 

 

対応アレルゲン 

 

 

 

 

３ ○○ライス・丼変更パターン 

 

献立（網掛け部：対象アレルゲン） 

牛乳・・・乳 

白飯・・・精白米 

ビーフカレー・・・牛肉、じゃがいも、玉ねぎ、にんじん、カレー粉、醤油、ガーリック、 

         清酒、でんぷん、米油等 

にんじんサラダ・・・まぐろ油漬け、にんじん、玉ねぎ、酢、砂糖、醤油 

 

 

◇対応例 

代替食 

牛乳・・・提供なし 

白飯・・・喫食可 

ビーフカレー・・・牛肉抜きカレー 

（代替食：牛肉を除去して調理する） 

にんじんサラダ・・・喫食可 

 

対応アレルゲン 

 

 

 

 

乳 卵 小麦 えび かに さば いか
ごま さけ 大豆 牛肉 鶏肉 豚肉

乳 卵 小麦 えび かに さば いか
ごま さけ 大豆 牛肉 鶏肉 豚肉
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食物アレルギー対応(具体的手順) 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在校生 

（継続） 

在校生 

（新規） 転入生 

 

新入生 

 新たに発症した生徒の
保護者から学校への申
し出 
・【学校生活管理指導
表】を配布 

転入時に 
・保護者に【中学校給
食食物アレルギー対
応】、【学校生活管理指
導表】配布（※前在籍
校から送付されること
もある）「変化」なし
であれば新規取得不
要。 

○○説明会時に 
・保護者に【中学校給
食食物アレルギー対
応】、【学校生活管理指
導表の提出について】
配布。小学校から申し
送られた、学校生活管
理指導表の提出。※
「変化」があれば、新
規のものを提出。 

各校の食物アレルギー検討委員会で対応を協議 

個別支援プラン（様式1号 表）に記入依頼 

面談 個別支援プラン（様式1号 裏）を作成し保護者に提示 

対応食確認票 

食物アレルギー対応実施までの流れ 

※中学校完全給食開始時は（新規）からの対応となります。  

＜留意事項＞ 
① 食物アレルギーを有する生徒の保護者に対して学校は、学校給食での対応について、個別
相談の機会を設ける。 

② 新規に発症した生徒や転入生など、保護者からの申し出があれば、学校は個別相談の機会
を設ける。 

③ 保護者と学校は、アレルギー症状の経過を踏まえたうえで、毎年翌年度以降の対応を確認
し協議する。 

④ 進学や転校にあたり、保護者と学校は、従来校での対応内容を、連絡及び申し送りする。 

発注停止措置についてはここまで 

提出された学校生活

管理指導表をもとに 

年度末に 
・対応実施中の生徒 
保護者に【学校生活管
理指導表】のコピーを
渡し、体調に変化がな
いか確認 
※「変化」があれば、
新規のものを提出 

面談後 個別支援プランを実施の場合、保護者の署名 



【
表
】
学
校
生
活
管
理
指
導
表
（
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
用
）

名
前

（
男
 ・
 女
）

年
月

日
生

年
組

提
出
日

年
月

日

※
こ
の
生
活
管
理
指
導
表
は
、
学
校
の
生
活
に
お
い
て
特
別
な
配
慮
や
管
理
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
医
師
が
作
成
す
る
も
の
で
す
。

★
保
護
者

Ａ
　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
病
型
（
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
あ
り
の
場
合
の
み
記
載
）

Ａ
　
給
食

電
話
：

１
．
即
時
型

１
．
管
理
不
要

２
．
管
理
必
要

２
．
口
腔
ア
レ
ル
ギ
ー
症
候
群

３
．
食
物
依
存
性
運
動
誘
発
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

Ｂ
　
食
物
・
食
材
を
扱
う
授
業
・
活
動

１
．
管
理
不
要

２
．
管
理
必
要

★
連
絡
医
療
機
関

Ｂ
　
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
病
型
（
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の
既
往
あ
り
の
場
合
の
み
記
載
）

医
療
機
関
名
：

１
．
食
物

）
Ｃ
　
運
動
（
体
育
・
部
活
動
等
）

２
．
食
物
依
存
性
運
動
誘
発
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

１
．
管
理
不
要

２
．
管
理
必
要

３
．
運
動
誘
発
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

４
．
昆
虫

（
）

Ｄ
　
宿
泊
を
伴
う
校
外
活
動

５
．
医
薬
品

（
）

１
．
管
理
不
要

２
．
管
理
必
要

電
話
：

６
．
そ
の
他

（
）

Ｅ
　
原
因
食
物
を
除
去
す
る
場
合
に
よ
り
厳
し
い
除
去
が
必
要
な
も
の

Ｃ
　
原
因
食
物
・
除
去
根
拠
　
　
該
当
す
る
食
品
の
番
号
に
○
を
し
、
か
つ
《
　
》
内
に
除
去
根
拠
を
記
載

１
．
鶏
卵

 《
》
［
除
去
根
拠
］
　
該
当
す
る
も
の
全
て
を
 《
　
》
 内
に
記
載

２
．
牛
乳
・
乳
製
品
 《

》
①
 明
ら
か
な
症
状
の
既
往
  
  
  
  
  
  
  

②
 食
物
経
口
負
荷
試
験
陽
性

３
．
小
麦

 《
》
③
 I
gE
抗
体
等
検
査
結
果
陽
性

④
 未
摂
取

鶏
卵
：
卵
殻
カ
ル
シ
ウ
ム
 

記
載
日

４
．
ソ
バ

 《
》
 （
　
）
に
具
体
的
な
食
品
名
を
記
載

牛
乳
：
乳
糖
・
乳
清
焼
成
カ
ル
シ
ウ
ム

５
．
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
　
 《

》
小
麦
：
醤
油
・
酢
・
味
噌
 

６
．
甲
殻
類

 《
》
（

）
大
豆
：
大
豆
油
・
醤
油
・
味
噌

年
月

日

７
．
木
の
実
類

 《
》
（
　
す
べ
て
・
ク
ル
ミ
・
カ
シ
ュ
ー
・
ア
ー
モ
ン
ド
　
　
　
　
　
　
　

）
ゴ
マ
：
ゴ
マ
油

医
師
名

８
．
果
物
類

 《
》
（
　

）
魚
類
：
か
つ
お
だ
し
・
い
り
こ
だ
し
・
魚
醤
　
　

９
．
魚
類

 《
》
（
　

）
肉
類
：
エ
キ
ス

㊞

1
0
．
肉
類

 《
》
（
　

）

7

1
1
．
そ
の
他
１

 《
》
（
　

）
Ｆ
　
そ
の
他
の
配
慮
・
管
理
事
項
(自
由
記
述
）

医
療
機
関
名

1
2
．
そ
の
他
２

 《
》
（
　

）

Ｄ
　
緊
急
時
に
備
え
た
処
方
薬

１
．
内
服
薬
（
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
、
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
）

２
．
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
自
己
注
射
薬
（
「
エ
ピ
ペ
ン
®
」
）

３
．
そ
の
他

（
）

★
保
護
者

Ａ
　
症
状
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
状
態

Ａ
　
運
動
（
体
育
・
部
活
動
等
）

電
話
：

１
．
良
好

２
．
比
較
的
良
好

３
．
不
良

１
．
管
理
不
要

２
．
管
理
必
要

Ｂ
-
１
　
長
期
管
理
薬
（
吸
入
）

Ｂ
　
動
物
と
の
接
触
や
ホ
コ
リ
等
の
舞
う
環
境
で
の
活
動

１
．
ス
テ
ロ
イ
ド
吸
入
薬

 （
）
（

）
１
．
管
理
不
要

２
．
管
理
必
要

★
連
絡
医
療
機
関

２
．
ス
テ
ロ
イ
ド
吸
入
薬
／
長
時
間
作
用
性
吸
入
ベ
ー
タ
刺
激
薬
配
合
剤
 

 （
）
（

）
医
療
機
関
名
：

３
．
そ
の
他

 （
）
（

）
Ｃ
　
宿
泊
を
伴
う
校
外
活
動

１
．
管
理
不
要

２
．
管
理
必
要

電
話
：

Ｂ
－
２
　
長
期
管
理
薬
（
内
服
）

１
．
ロ
イ
コ
ト
リ
エ
ン
受
容
体
拮
抗
薬

 （
）

Ｄ
　
そ
の
他
の
配
慮
・
管
理
事
項
(自
由
記
述
)

２
．
そ
の
他

 （
）

記
載
日

Ｂ
－
３
　
長
期
管
理
薬
（
注
射
）

年
月

日

１
．
生
物
学
的
製
剤

 （
）

医
師
名

㊞

Ｃ
　
発
作
時
の
対
応

１
．
ベ
ー
タ
刺
激
薬
吸
入

 （
）
（

）
医
療
機
関
名

２
．
ベ
ー
タ
刺
激
薬
内
服

 （
）
（

）

投
与
量
／
日

投
与
量
／
日

薬
剤
名

薬
剤
名

※
本
欄
に
○
が
つ
い
た
場
合
、
該
当
す
る
食
品
を
使
用
し
た
料
理
に

　
つ
い
て
は
、
給
食
対
応
が
困
難
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

病
型
・
治
療

学
校
生
活
上
の
留
意
点

（
原
因

ア ナ フ ィ ラ キ シ ー 食 物 ア レ ル ギ ー

（ あ り ・ な し ） （ あ り ・ な し ）

す
べ
て
 ・
 ク
ル
ミ
 ・
 カ
シ
ュ
ー
 ・
 ア
ー
モ
ン
ド
　
　
　
　
　

／

【 緊 急 時 連 絡 先 】

す
べ
て
 ・
 エ
ビ
 ・
 カ
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【 緊 急 時 連 絡 先 】

（ 公 財 ） 日 本 学 校 保 健 会  作 成

学
校
生
活
上
の
留
意
点

病
型
・
治
療

気 管 支 ぜ ん 息

（ あ り ・ な し ）

薬
剤
名

薬
剤
名



【
裏
】
学
校
生
活
管
理
指
導
表
（
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
用
）

名
前

（
男
 ・
 女
）

年
月

日
生

年
組

提
出
日

年
月

日

記
載
日

Ａ
　
重
症
度
の
め
や
す
（
厚
生
労
働
科
学
研
究
班
）

Ａ
　
プ
ー
ル
指
導
及
び
長
時
間
の
紫
外
線
下
で
の
活
動

１
．
軽
症
：
面
積
に
関
わ
ら
ず
、
軽
度
の
皮
疹
の
み
見
ら
れ
る
。
　

１
．
管
理
不
要

２
．
管
理
必
要

年
月

日

２
．
中
等
症
：
強
い
炎
症
を
伴
う
皮
疹
が
体
表
面
積
の
1
0
％
未
満
に
見
ら
れ
る
。

医
師
名

３
．
重
症
：
強
い
炎
症
を
伴
う
皮
疹
が
体
表
面
積
の
1
0
％
以
上
、
3
0
％
未
満
に
見
ら
れ
る
。

Ｂ
　
動
物
と
の
接
触

４
．
最
重
症
：
強
い
炎
症
を
伴
う
皮
疹
が
体
表
面
積
の
3
0
％
以
上
に
見
ら
れ
る
。

１
．
管
理
不
要

２
．
管
理
必
要

㊞

＊
軽
度
の
皮
疹
：
軽
度
の
紅
斑
、
乾
燥
、
落
屑
主
体
の
病
変

＊
強
い
炎
症
を
伴
う
皮
疹
：
紅
斑
、
丘
疹
、
び
ら
ん
、
浸
潤
、
苔
癬
化
な
ど
を
伴
う
病
変

Ｃ
　
発
汗
後

医
療
機
関
名

１
．
管
理
不
要

２
．
管
理
必
要

Ｂ
-
１
　
常
用
す
る
外
用
薬

Ｂ
-
２
　
常
用
す
る
内
服
薬

Ｂ
-
３
　
常
用
す
る
注
射
薬

１
．
ス
テ
ロ
イ
ド
軟
膏

１
．
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬

1
．
生
物
学
的
製
剤

Ｄ
　
そ
の
他
の
配
慮
・
管
理
事
項
(自
由
記
述
)

２
．
タ
ク
ロ
リ
ム
ス
軟
膏

２
．
そ
の
他

　
 （
「
プ
ロ
ト
ピ
ッ
ク
®
」
）

３
．
保
湿
剤

４
．
そ
の
他

（
）

記
載
日

Ａ
　
病
型

Ａ
　
プ
ー
ル
指
導

１
．
通
年
性
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎

１
．
管
理
不
要

２
．
管
理
必
要

年
月

日

２
．
季
節
性
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
（
花
粉
症
）

医
師
名

３
．
春
季
カ
タ
ル

Ｂ
　
屋
外
活
動

４
．
ア
ト
ピ
ー
性
角
結
膜
炎

１
．
管
理
不
要

２
．
管
理
必
要

㊞

５
．
そ
の
他

（
）

Ｃ
　
そ
の
他
の
配
慮
・
管
理
事
項
（
自
由
記
載
）

医
療
機
関
名

Ｂ
　
治
療

8

１
．
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
点
眼
薬

２
．
ス
テ
ロ
イ
ド
点
眼
薬

３
．
免
疫
抑
制
点
眼
薬

４
．
そ
の
他

（
）

記
載
日

Ａ
　
病
型

Ａ
　
屋
外
活
動

１
．
通
年
性
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎

１
．
管
理
不
要

２
．
管
理
必
要

年
月

日

２
．
季
節
性
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
（
花
粉
症
）

医
師
名

主
な
症
状
の
時
期
：
　
　
春
　
、
　
夏
　
、
　
秋
　
、
　
冬

Ｂ
　
そ
の
他
の
配
慮
・
管
理
事
項
（
自
由
記
載
）

㊞

Ｂ
　
治
療

１
．
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
・
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
（
内
服
）

医
療
機
関
名

２
．
鼻
噴
霧
用
ス
テ
ロ
イ
ド
薬

３
．
舌
下
免
疫
療
法
（
ダ
ニ
・
ス
ギ
）

４
．
そ
の
他

（
）

学
校
に
お
け
る
日
常
の
取
組
及
び
緊
急
時
の
対
応
に
活
用
す
る
た
め
、
本
票
に
記
載
さ
れ
た
内
容
を
学
校
の
全
教
職
員
及
び
関
係
機
関
等
で
共
有
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
す
。

保
護
者
氏
名

学
校
生
活
上
の
留
意
点

学
校
生
活
上
の
留
意
点

ア レ ル ギ ー 性 結 膜 炎

（ あ り ・ な し ）

学
校
生
活
上
の
留
意
点

（ あ り ・ な し ）

ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 ア レ ル ギ ー 性 鼻 炎

（ 公 財 ） 日 本 学 校 保 健 会  作 成

病
型
・
治
療

病
型
・
治
療

病
型
・
治
療

（ あ り ・ な し ）



（様式１号）表

年 1年 2年 3年 部活動

組 1 陸上部

名
前

住
所

順番

①

②

③

　□なし　　☑あり　（登録番号　12345　　　　　　　　　　　　　）

① ③ ③

管理

保護者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川西　春子　　　　　令和　４　年　　　4　月　　　１　日

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

その他

□必要　☑不要 ☑必要　□不要 ☑必要　□不要 □必要　□不要

□ない　□ある ☑ ｱﾄﾞﾚﾅﾘﾝ自己注射（ｴﾋﾟﾍﾟﾝ®）使用期限

学校生活において、アレルギー対応を希望しますので、学校生活管理指導表を提出します。

学校における日常の取り組み及び緊急時の対応に活用するため、記載された内容を教職員全員で共有することに同意します。

処方薬使用時 ・留意事項
　　校外学習等で鞄を変えた時、エピペンの所持を忘れないように！
・緊急時の対応
　　誤食したら速やかにエピペンを打つ

□ 本人　（保管場所：　鞄　前ポケット　　）

給食

☑必要　□不要

学校生活における留意点
その他の配慮・管理事項

運動 授業 行事

食物以外のｱﾚﾙｷﾞｰ ☑ ない　　□ ある　（何の：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ｴﾋﾟﾍﾟﾝ®使用状況 ＊使用した回数：　　　０回　＊最終使用年月日：　　　年　　　月　　　日 ＊注射した人：

緊急時の処方薬

薬　　剤 管理方法（面談時に記する。）

□ 内服薬（薬品名：　　　　　　　　　　　　　　　） □ 本人　（保管場所：　　　　　　　　　）

□ 外用薬（薬品名：　　　　　　　　　　　　　　　） □ 本人　（保管場所：　　　　　　　　　）

※裏面は面談時に記入しますので、記入する必要はありません。

個別支援プラン（食物ｱﾚﾙｷﾞｰ）
学
校
名

（生年月日）
平成20年11月18日生

＜ふりがな＞

　　　　　　　　　　川西　花子
かわに し は な こ

○○中学校

川西
かわにし

　秋子
あきこ 祖母 ０９０-●●●●―△△△△ 　　　　　　　　　　　　　TEL 

緊
急
連
絡
先

川西市中央町12-1
                                                                                        TEL  072-(740)-1111

川西
かわにし

　太郎
たろう 父 ０９０-●●●●―△△△△ (有）○○　　　　　　　TEL 

名前（ふりがな） 本人との関係 携帯電話番号 勤務先名・電話番号

川西
かわにし

　春子
はるこ 母 ０９０-●●●●―△△△△ (株）○○　　　　　　　TEL 

電話番号

多田　二郎 川西市多田院1-2-3 072-●●●―△△△△主治医 ○○医院

医療機関 医療機関名 医師の名前 医療機関住所

9

緊急時

消防署への救急支援情報登録　　

 番号で記入する（①必ず出る　　②ほとんど出る　③時々出る）

運動後の症状の有無 ☑ない　　□ ある　（　□ 食事との関連あり　　　□ 食事との関連なし）　　　　　　　　

かゆみ 咳込み 腹痛

食物のｱﾚﾙｷﾞｰ病型
　☑即時型　　　□ 口腔ｱﾚﾙｷﾞｰ症候群　　　□ 食物依存性運動誘発ｱﾅﾌｨﾗｷｼｰ

※学校生活管理指導表
より該当するもの

食品名

アナフィラキシー既往 □ ない　　☑ ある　（回数：　　　１回､  最終発症年月：　　　　９歳　　３ヶ月、  原因：乳　　　　　　　　）

原
因
食
品

○○総合医療センター 清和　一子川西市清和台東4-5-6072-●●●―△△△△

食品名 食品名

発症時の症状

発 症 の頻 度

食    品    名
食品名

　　　　　　　乳
食品名

　　　　　小麦
食品名

　　　　　　卵



（様式１号）裏

学校給食における対応（※面談時に記入）

　１年　　１組 　年　　組 　年　 　組
新規 ・ 継続 新規 ・ 継続 新規 ・ 継続

変更 ・ 中止 変更 ・ 中止 変更 ・ 中止

喫食可　・　喫食不可 喫食可　・　喫食不可 喫食可　・　喫食不可

喫食可　・　喫食不可 喫食可　・　喫食不可 喫食可　・　喫食不可

喫食可　・　喫食不可 喫食可　・　喫食不可 喫食可　・　喫食不可

喫食可　・　喫食不可 喫食可　・　喫食不可 喫食可　・　喫食不可

喫食可　・　喫食不可 喫食可　・　喫食不可 喫食可　・　喫食不可

喫食可　・　喫食不可 喫食可　・　喫食不可 喫食可　・　喫食不可

喫食可　・　喫食不可 喫食可　・　喫食不可 喫食可　・　喫食不可

喫食可　・　喫食不可 喫食可　・　喫食不可 喫食可　・　喫食不可

喫食可　・　喫食不可 喫食可　・　喫食不可 喫食可　・　喫食不可

喫食可　・　喫食不可 喫食可　・　喫食不可 喫食可　・　喫食不可

喫食可　・　喫食不可 喫食可　・　喫食不可 喫食可　・　喫食不可

喫食可　・　喫食不可 喫食可　・　喫食不可 喫食可　・　喫食不可

喫食可　・　喫食不可 喫食可　・　喫食不可 喫食可　・　喫食不可

喫食可　・　喫食不可 喫食可　・　喫食不可 喫食可　・　喫食不可

喫食可　・　喫食不可 喫食可　・　喫食不可 喫食可　・　喫食不可

　2022・3・〇 　・　　・ 　・　　・

川西　太郎

兵庫　一郎

　・　　・ 　・　　・ 　・　　・

備考
鶏卵は、少量なら喫食可能とのことだが、完全除去とする。

申
請
欄

その他

さば

大豆

鶏肉

豚肉

申請年月日

保護者署名

学校確認欄
(学校長署名）

10

年
度
途
中
に
変
更
する
場
合

変更 ・ 中止 変更 ・ 中止変更 ・ 中止

学校確認欄
(学校長署名）

保護者署名

申請年月日

変更内容

個別支援プラン（食物ｱﾚﾙｷﾞｰ）

名前

学校給食における食物ｱﾚﾙｷﾞｰ対応を上記内容で依頼します。

対応内容

発注停止措置（牛乳・副食・主食・全）

えび

かに

小麦

乳

いか

牛肉

卵　(鶏卵）

卵　(マヨネーズ）

卵　（うずらの卵）

ごま

さけ

※項目外に聞き取った内容を記入する。

（例）アレルゲンを摂取した時の様子、かゆみ、湿疹が出る部位等


